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研究主題 「感 じる心 ・感 じ合 う心」 を育 て る指 導 の工夫

1主 題 設 定 の 理 由

1中 学生を とりまく現状

美術やその他の芸術的表現に限らず、最近の子 ども達は、自己表現が苦手になってきているよ

うに思える。

自己表現は、他者とのコミュニケーシ ョンの重要な土台であり、それが未熟であれば他者 との

かかわ りがうまく保てないのは当然の成行きである。最近のニュースや新聞を見ると人間性の欠

如 したような事件が報道されている。 この背景には 『自己表現の未熟 さ』を感じることが多い。

このような事態やその土壌 となる社会環境は、見て見ぬ振 りでは済 まされない問題を抱えてい

る。いつでも、どこでも、だれで も遭遇 しうる身近な問題 として直視 し、人間の 「いのち」にか

かわる問題と考 え改善を図る必要がある。

2r感 じる心」の重要性

多 くの表現活動 において、その入口は感覚である。まず感じることか ら始まって、感情を揺 り

動かし、思考 を促 し、意思に作用 し、表現活動へと昇華 していく。同じモノ=対 象から出発 して

も一人一人の感 じ方や深 まりの違 いが、個々の表現の違 いとなって現れて くる。 どのような感 じ

方であっても、一人一人の生徒にとっては、大切な真実であるがゆえに尊重 されなければならな

い。また、感 じる ことはすべての出発点である。ただし、美的体験の積み重ねによって感覚は一

層磨かれ、『美 しいものを美 しいと感じる心』が深め られるということを忘れてはな らない。

「感 じる心」 を育てるには、表現活動を通して 自分自身をよ り深 く理解 し、鑑賞を通 して他者

との感 じ方の違いや互いのよさに気付き、自己の新たな感性 を開き、表現の更なる可能性を引き

出 し伸ばす ことが重要である。

3美 術の学習が 「心」に働きかける有効性

美術 における表現活動の中には、情操をはぐくむとともに、心 を癒すよ うな効果が含 まれてい

る。教師が、「生徒一人一人の心の開放」を意識 した授業を展開することによって、人間性豊か

な 自己表現の成果が期待できる。

一方、「感 じ合 う心」を育てるには、作品等の鑑賞の学習を通 して、共感や批評を加えなが ら

自他 を認め合う活動が大切になっている。他者の感 じ方 ・考え方を他者の立場になって理解する

とともに、他者の作品に対 し、自らの意見をもって批評できるようになることは、これからの社

会で必要なコミュニケーション能力を育成す ることにっながる。このよ うな美的な体験活動を通

して生徒の 『感 じる心 ・感 じ合 う心』を育てることが 「自己表現力」を高める上で有効な手だて

の一つである。

4教 師の関わ り方

心身共に成長の過渡期 にある中学生の発達段階では、基礎的な感覚 を身に付け、「感 じること

感 じ合 うこと」を促せるような授業の内容や教材の工夫が必要である。生徒一人一人のどのよう

な感覚を尊重 し深めさせ、表現に結びつけられるよっにするかが、教師の役割である。

本研究では、生徒が感覚 を磨き、心を成長させ、 自発性 ・自主性を一層を育て られるような授

業や年間指導計画等の構築の仕方を開発するとともに教師の指導の工夫や生徒 とのかかわり方を
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探求することをね らいとした。

ll研 究 の 内 容 ・方 法

本研究主題で ある 「感 じる心 ・感 じ合 う心を育て る指導 の工夫」 について検 証す るにあた

って は、次の2点 か ら研究 を進め、下の3つ のグループに分かれ検証す ることとした。

○ 題材や授業 の流れ、授業 内容等か ら研究を進める。

○ 平成14年 度か ら実施 の新学習指導 要領 における課題解決 を含めた研究 を進める。

(1)題 材や授業の流れ、授業 内容 、材料 用具等か らの研究及 び検証

題 材 名 等 感 じる心 ・感 じ合う心を育てる指導の工夫 研究 のキー ワー ド 頁

空想画を題材として 空想画家の作品鑑賞、自他の作品鑑賞 発想 ・構想 、自己評価 10

基礎的な色彩学習

(体験)を 通して

身近 な自然 を手がか りとした学習

基礎 的 ・基本的な色づ く り(100色)

生活体験の広がり

基礎的 ・基本的能力
4

アー トボ ッ クス

ー中学 生 の 私 一

授業 ごとの記録継続(ポ ー トフォリオ)、

素材 と表現方法等の選択能力の育成

ふ り 返 り 、 テ'イスカッション

ワークシート、 シェアリング

16

レリーフペ インティング

を使 った 構成

現代美術作家 フランク ・ステ ラか ら

毎時間の達成感 ・成就感 の重視

自己表現、他者理解

言葉で気持ちを表す
14

(2)映 像 メデ ィア表現 を取 り入 れた題材か らの研究及 び検証

アニ メー ション制作 つ くってみない と分か らないことを学ぶ 映像言語、つ くる喜び 7

ヴ ィ ジ ュ アル ・ミ ュ

ー ジ ック(映 像 詩)

イメー ジ(音 や音楽)の 明確化、共同制作

鑑賞 ・意見交換 ・差 異の発見

共振と交換

鑑賞会と鑑賞シート
12

(3)新 学習指導要領上の課題解決の中での研究及び検証

年間指導計画

題材の配列と評価

第1学 年の指導計画(指 導の継続 と発展)

題材の精 選、評価の工夫 と評価基準

年間45時 間の工夫

達成 目標の明確化
19

短時間の題材

一基礎力の育成 一

1単 位時間の授業案と次時への継続性

短時間題材における集中力の育成

授業構成

指導の適時性
22
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ui授 業 におけ る研究

色彩 の学習(色 彩体 験 を交 えて)〔 第1学 年・6時間〕

1題 材設定の理由

1年 時に色彩の基礎を学ぶ に当たって は、単な る知識 の学習 にな らないこと、学習 した内

容 をいかに生徒が自分の感覚 と共に習得する こと、 どのように作品の制作や生活 の中で活か

せるよ うにする ことな どが学習する本来のね らいや意義で ある。

その手だて として、知識 として学 んだ ことや感覚を追体験する ことによ り、思考←→感覚

の循環を促 して色 を体感 的に捉 え、且つ、水彩画や混色の技法 にも発展で きるような力が身

に付 くような授業の流れ について考 えてみた。

2指 導のね らい

(1)色 の三属性(三 要素)や 色 の大別、色相環、色立体、三原色、色 の感情な ど、色の性質

についての基本的内容 を理解す る。

(2)身 近な 自然(新 緑)の 色な どを手がか りに色相や明度、彩度 の変化 を見取 りなが ら、色

の異な る様 々な緑(目 標=100色)を 混色できるようにす る。

(3)赤 、黄 、青の三色か ら色相環 を彩色 して色相の連続 した変化が表せ るよ うにし、また、

水彩の にじみの技法が習得できるよ うにす る。

(4)こ の題材 の学習や実習か ら身 に付いたもの を、次の題材である風景画(水 彩)に も活か

せ るよ うにす る。

3学 習の展開

指導の流れ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導 入 ・なぜ色が見 えるのか 、また ・色は光か ら発 していることに気づかせる。

ヒ トの色覚の特徴 につ いて 理 ・他の動物とヒトの、色覚や 目の構造の違いを知る。

解す る。 ・「もし部屋が真っ赤(ま たは青、または黄)だ ったら」
・身近 にある色 と人間 の生活 な どの仮定や、慶弔に用いる紅 白幕な ど、具体的な例か

との関わりについて考察する。 らイ メージして、色と生活の関連性を感じ取 らせる。

展 開1 ・色 の 三 属性(色 相 、 明 度 、 ・身の回 りにある様々なものを用いて具体的に色を比較

彩度)に ついて理解する。 し、色 相、 明度 、彩度 の違 いを見て 取れ るよ うにす る。

・色の大別(無 彩色 と有彩色) ・有彩色も明度のみ取 り出せぱ無彩色に置き換えられる

について理解する。 ことに気づかせる。
・色相環 とそ の色の配列の規 ・色相環上の黄、赤、青の位置関係や、明度の高い色が

則性について理解するD 上、低い色が下にあることに気づかせる0
・補色の関係を理解する。 ・補色の残像現象(赤 い点を暫く凝視 した後それを取 り

除くと網膜に青緑の点が残る)を 実験 し,人 間の視覚に

生得的に補色の感覚が備わ っていることを体験させる。
・色立体 の構造 と色 の配列 の ・色立体の中での色の配列か ら、色の三属性の位置づけ

関係 を理解 し、色 の学 習の ま を導き、全ての色が明度、彩度 、色相の違いによって表

とめ とす る。 されていることを再確認させる。
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展 開2 ・水 彩 で 、 色 み や 明度 、彩 度

の 異 な る様 々 な 緑 の ヴ ァ リエ

ー ション(目 標=100色)を 作

成す る。

ゆ 　なンぶヌオヨ　か　

1藩

灘霧
弗

展 開3

展 開4

・色 の一般 的な感情効果(寒

暖 、軽重、強弱な ど)と それ

ぞれ の色の種別 の関係を理解

する。
・色料、色光 の三 原色 とその

混色の違いを理解する。

・黄、青 、赤 の三色か ら、色

の にじみ を生か し、連続 して

色相 の変化す る色相環 を彩色

する。

・予めマス目(192個)の 引いてある画用紙を用いるが、

1色 を塗る面積や形は、マス目に沿って も、自由なレイ

アウ トや絵 にして も可とす る。(目 安として1色 平均

マス 目2つ 分程度であることを示す)

・窓外は山の新緑の時期で、色 とりどりの緑が見 られる

ので参考 にさせ る。

・混色で色 を変えていくには、混ぜる色同士の色みや明

度の違い、分量の割合、無彩色の加え方などを工夫して、

色の違いが表せるようにする。

・なぜそのような感じを持つのか、色 と感じの因果関係

についても考えさせ る。

・色料と色光では三原色の色や混色時の明るさが異なる

こと、また、三原色の混合で他の色が作 られる ことも分

かるようにする。

・最初に水で環 を描いて紙 を濡 らし、常に絵の具が乾か

ないよう気をつけなが ら、中間色をうまくにじませなが

ら作れるようにする。

・筆をこまめに洗って、色が濁 らないよう注意する。
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ま と め

・作成 した色相環 について 自

己評価カー ドを記入する。
・班毎 に代表作 を互選 して掲

示 し、講評 を加 えなが ら鑑 賞

し合 う。

・以下の内容のカー ドを記入 しながら自他の作品の良い

ところや工夫に気づけるようにする。

晦醜 齢物駆吻8》・箇圏 鱈恩爾邑塾薗闘曖・圏か塵
毒年 儲姐(}餐 氏名 〔)

⑨盲分の侮贔について.rの くらい底果があでだかチ葺ツクしてみ よう専

(5菖 とてもよい4=よ ヤ、3皇 まあまコ52営 あと一西 ユ旨できなかっ角)

繰の5'Ylrheン 色穆環

鰍 までていね4`i:$上げたか

絵の呉の魅りカや*加 瀬はうまくで巻たか

陶分の尽い通りの亀がつくれたか ,一 一
緑をioO色 ぬることができたか /
赤 ・貫 ・骨の間の色はにごらずきれいkで き托か /
』の変化を規餌的ににt;まセられ蓬か /
色にっいての知緩が深ま,たか

創†

4考 察 と課題

色の学習(展 開1)の 結果、『色が異な る』 ことと"色 の三属性"の 因果関係 を、概ね の

生徒が見分け られるようにな り、そ の後、緑のヴ ァリエー ションの彩色(展 開2)を 行 った。

緑 色 を作 る過程で、最初は どこまでを緑 の範疇 として捉えてよ いか戸惑 い、 「これ も緑?」

と質 問 して くる生徒 もいたが、少 しでも緑みが感 じられれ ば可である ことを示す と、各 自工

夫 しなが ら、明度や彩度 に幅のある緑 を混色す るよ うにな った。ただ、色 の トー ンがグレイ

ッシュな ものや、他の色 みを加えた濁色系の緑 に偏 る傾 向が強 く、清色(彩 度の高い緑)の

変化があま り多 くっ くれ なか った点 は、今後指導の工夫 を加 えて いきたい。

また、展開1の 学習前に、予備知識な しで緑 のヴァリエーシ ョンの彩色を行 って、学習の

事前事後 の効 果を比較 してみるの も一考である。

色相環 の彩色(展 開4)は 濡れている画面上で色が にじむため、水加減や筆の運びな ど、

色の変化 の調整 に微細な感覚が要求 される作業である。が、生徒 は色が にじみなが ら広が る

様子 を楽 しみなが ら、慎重 に筆 を運んで色 の変化 をっ け、ほ とん どの生徒が色 を濁 らせる こ

とな く三原色の 中間の色 を作る ことができた。実際の自然な色相の変化 は区切 りがな く連続

した ものであることや、三原色か ら全ての色相 を作 り出す ことができることを体感できた と

考 える。

この次 に続 く題材 として水彩 による風景画 を吊定 して いるため、 この後 ざまざまな水彩画

の技法 の演習 も行 った。 これ らをうまくフィー ドバ ック しなが ら、風景画 における色 の扱い

に一層効果が現れ るよ う指導 をつなげていく。
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映像言語で表現する 「アニメーション制作を通 じて」

〔第2,3学 年選 択 ・10時 間〕

1題 材設定の理由

最近、各教科 でパ ソコンを使用

す る授業が増えてきて いる。パソ

コンというと、今 までは専門的な

知識 がかな り必要な ものであ った

が、 ここ数年のハー ドウエ アとソ

フ トウエアの進歩 によ り、今で は

家庭 で も趣 味や娯楽 として手軽 に

扱える身近 な ものになってきて い

る。パ ソコンソフ トを上手に利用

す ることで初めてパ ソコンに触 れ

る生徒たち にも、無理な く、 クリ

エイテ ィブな活動 を組み込んだ授

業展開が可能である。

実際、「パソコンを使って作品をつ くろう。」と言 うと目を輝かせ る生徒たちが数多くいる。「や

りたい。やってみたい。」 という意欲は自然 と集 中力を生み出す。 これは作品制作の上で大きな

力とな り 『ものをつ くる喜び』に変わ っていくだろ う。 また、このようにして作 られた生徒作

品は、主張を持たせる ことで、イ ンパ ク トのある映像言語 とな りうるものである。そ して、 こ

ういったデジタル化 され たコンテンツの最大 のメリッ トは、誰 にでも手軽 に、ネ ッ トワークを

通 して世界 に向か って情報 の発信者 になれる ところにある。イ ンターネ ッ トを代表 とす るネ ッ

トワークの利用 にはさまざまな問題があるが、大 きな可能性 を秘めている ことも事実で ある。

今回の授業は、アニ メーシ ョンソフ トが、 どのような動 きをす るのか を体験す ること。その

動きを知 ることで、自ら考 え、自ら主張するための作品 を作れるようになることが 目的である。

また、実際にアニメー ション制作 を経験 した後は、今身近にあるTVや パ ソコ ンゲーム等のC

Gに も新たな視点で鑑賞す る事が可能になるのではな いだろうか。
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2指 導のね らい

(1)パ ソコ ンソフ トを使用 して動画 と音を組み合わせ、ス トー リー性 を持 ったアニメー ション

作品 を制作す る。

(2)互 いの作品を発表、鑑賞す ることで他人の作品のよさを認める。

3学 習の展開

時間 学習活動 指導上の留意点

導入 1 ・授業内容 を理解する。 ・制作の手順 について説明する。

・配布 された綴 じて あるメモ用紙 ・極端 な絵の変化 では動 いているよ うに見

に 「ぱ らぱ らまんが」 を制作す えないが、少 しずつ絵 を変化 させ る と動

る 。 画 になる ことを 「ぱ らぱらまんが」で理

解 させ る。

展開1 2 ・windOwsを 起動 させ 、基 ・起 動、保存の方法な ど初歩的な ことか ら

本的なパソコンの操作方法を学 段階 をおって操作方法 を説明す る。

ぶ 。
・一 つ 一 つ の操 作 をネ ッ トワー ク シス テ ム

① ペ ン、 ブラシ、消 しゴム等基 (PCSEMI)を 利用 し理解できているか確

本的な ツール を使 ってマウス 認する。生徒全員が理解するまで説明を

で絵 を描 く。 先 に進めな い。パ ソコンの使用 に慣 れて

② アクターを使 ってアニメー シ いる生徒 は周 りの生徒 に教えて もよい こ

ヨン(動 画)を 作 る。 ととす る。

③ 作品 をフロッピーに保存する。 ・ソフ トを使用 して どんな描画方法や動き

ができるのか体験 させ る。

・自分の描 いた絵がモニターで動 く、 とい

う単純なお どろきや喜び を味合わせ、そ

の気持ちを大切にさせ る。

展開2 1 ・構 想 を練 る。 ・既 製 の キ ャラ クタ ーや ス トー リー を使用

① テーマ を決める しな いよう指導す る。

② キャラクターを決める。
・自由 に発 想 させ る。

③ ス トー リー を決 め る。

・ プ リン トにま とめ る。

展開3 5 ・ス トー リー性 の あ る アニ メー シ ・多 く寄せ られ る質問や参考 にな る操作方
.

ヨンを制 作。 法はネ ッ トワー クシステムで全員 に紹介

① キャラクター を動かす。 す る。 また このシステムを利用 し、授業

② 背景 を描いてス トー リー性を の最後には毎時間お互いの作品(未 完成)

強 め る。 を鑑賞 させる。他の生徒の作品を見た り、

③ 動画にあわせて効果音をつけ 意見 を聞いた りす ることによって次のス

る 。 テ ップへの課題 を発見す る手がか りとさ

せ る 。
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④ ス コ アパネ ル を使 って、背 景 、 ・。自分独 自の表現ができるよ う指導 して い

ア クタ ー 、効 果 音 、BGM、 画 く 。

面効果 を組み合わせス トー リー

性 のあるアニ メー ションを完成

させ る。

まとめ 1 ・完 成 したお 互 いの アニ メー シ ョ ・伝 えたい内容が アニメー ションによって

ンを鑑賞する。 表現できたか、考 えさせ る。

・互 いに作品鑑賞や制作 活動を通 して感 じ

たことを発表 させ る。

4考 察 と課題

パ ソコンソフ トを使用することで、今まで機材、技術 の両面で多 くの問題があったアニメー

ション制作が容易 になった。 また、簡単な操作で様 々な効果 を用 いた描画 も可能である。 しか

し、あ らゆる表現 をパ ソコンで代用 し得る、 というような誤 った考えを植 え付ける ことにな ら

ないよ う配慮が必要である。 メデ ィアの発達によ り、あ りとあらゆる情報は収集 しやす くなっ

たが、取捨選択す る能力がなければ活用で きない。また、情報発信 をす ることも容 易になった

が、マナーやコミュニケーション能力が欠 けていては何 もできないだろう。パ ソコ ンを自己表

現手段の制作道具の一つ として、 また情報収集や情報発信の道具 として生徒たちが活用できる

よう指導 しなければいけない。

翻
轡

・撫 為 、 、
,ア醸論 毒 濃 ろ;
卍 丁 蝋 ・殺 も

癩匙鷺 ジ黛
寧__凝 ♂ ・・t　 ¶yr,識 運 蹴

謬 評瓠 粛 藁踊

,、ヌ §

、

㍉
塾 晦

冒 冒
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いくつかの想定か ら発想す る空想画 〔第2学 年 ・10時 間〕

1題 材設定の理由

空想画 は心 の内面や心情 を表現で き、イメージす る能力 を引き出すのに効果的な題材であ

る。第2次 成長期で心情的 にも大 きく揺れ動 く中学 生にとって、心の内部 を絵 に表現する こ

とは、 自らを知 るために大切な ことである。本題材では、絵画制作 と鑑賞を兼ね た授業を展

開 し、教師の働 きかけや生徒相互のコ ミュニケー ションを多 く取 り入れた授業 にす ることで、

生徒の 「感 じる心 ・感 じ合 える心」が素直に育て られ るのでは と考えた。ただ 、発想 に戸惑

い表現 に至 るまでの時間がかかる生徒 にとっては、空想画 を自由に描かせて もなかなか制作

が進 まない という実態がある。そ こで、発想す る段階 で、生徒の感 じる心が 生まれやす いよ

うな 「問いか け」 を重視 し、イ メー ジ トレーニ ングしてか ら、い くっか想定 した課題 の中か

ら選択 させ 、空想画 を描 かせてみることに した。

2指 導のね らい

(1)ビ デオや資料集よ り、空想画の画家(シ ュール レア リズムの画家な ど中心)の 作品 を鑑

賞 し、空想画 のお もしろさや、いろいろな画家が個性 的な表現を取 り組んできた ことを学

ばせ る。また、友人 と印象 に残った画家や絵 について意見交換 し、 いろいろな捉 え方があ

る ことを感 じさせ る。

(2)空 想画の発想法 についていくつか の方法が あることを学 ばせる。

今回は想定 された ものか ら、空想画 について理解 させ、まずイ メー ジ トレーニ ングか ら

始 めて発想 の喚起 をする。心理的な問いかけを して思った ことを文面で書かせ、そ の後発

表 させ、友 人 との発想の違 いの面 白さに気付かせる。い くっか想定 された ものを表示 し、

イメー ジが広 がるものを選 んで空想画の制作 に取 り組 ませる。また、制作カー ドを利用 し

て、計画的に作業が進め られ るよ うにした。

(3)モ ダンテクニ ックの技法利用 も効果的な ことを教え、 自分の作品表現 に応用 できるか考

えさせ る。

(4)作 品完成後 、生徒相互 で作品を鑑賞 し合い、完成の喜びを味わわせ るとともに、友達の

作品のよさを感 じ合 えるよ うにする。 また、制作全般 を通 してやってきた ことを まとめ、

生徒 自身が、 自己評価 できる力 を養 う。

3学 習の展開

時

間
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

,一. 1 ① ビデオ を見て、印象 に残 った画家や作品 ・20分 程度の空想画家の ビデオ見させ、

導鑑 時 を鑑賞カー ドにメモする。資料集や画集 資料集、画集 も利用 し、興味関心をもた

入賞 間 も見て空想画家の作品鑑賞する せるよ うに解説する。

)

②鑑賞 した感想をお互いに述べ合う。
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,一.

展制

開作
)

鑑

賞

・

評

価

(
ま

と

め

)

2

時

間

1

時

間

5

時

間

1

時

間

①空想画の発想法につ いて学ぷ。

②イメージトレーニングをする。出された

質問か らイメージした ことを文に書 く。

友達 とのイメージの違いを発見する。

③想定された課題か ら、空想画のアイディア

スケッチをする。

アイ ヂ ア ス ケ ッチ を 考 え よ う1

①モダンテクニ ックについて学ぶ。

②自分の作品に応用できるか具体的に構想

を練る。

①画用紙にアイディアスケ ッチをもとに空想

画の下絵を描 く。

②計画的に作業し、着彩 していく。

①完成した作品を生徒相互で鑑賞 し合 い、

喜びを味わう。感想 を鑑賞 カー ドに記入

して意見を述べ合う。

②今までの制作 を振 り返って、カー ド類 を

まとめ、総合的に自己評価する。

・資料集 を参考 に発想が色々あることを学

ばせる。

・イメー ジ トレーニ ング用のプ リン トを利

用 し、記述させて発表させる。

ア イデ ア ス ケ ッチ壱考 え よ う1

「

ご

馴訓
凶

一

/

「
騰

臥

r
～

～

・基本的な技法を教え、練習させる。 自分

の作品に効果的な ら応用 させ、適切なア

ドバイスをする。

・A3程 度の画用紙で制作させる。

・制作カー ドを利用 して、毎時間自分の作

業進度を確かめさせる。

・作品を掲示。それぞれのよさをあげて、

互いの表現を認め合えるよう促す。

・単 に描 いて終わ りにな らな いよ う授業の

まとめをし、 自分 の学習 した ことを再認

識させる。

◆ 想定の課題例
1春 うららかな 日、あなたは気持 ち良くうたた寝を していま した。ふ と目が覚 めると、驚 いた こ

とにそ こは見た ことのな いある季節の不思議な風景が広がる世界 にいま した。一体そ こはどんな

所で、どんな不思議な現象が起きていま したか。
2あ なたは、宇宙の旅 に出かけま した。 ある惑星に着 くと、そ こは何故か地球 とよ く似た感 じの

所で した。 ところが良く見る と、動物 も植物 も風景 も見た ことのあるよ うでどこか違 っているの

です。 どのように違 っているので しょうか。

3夢 の中であなたは、小 さな昆虫か動物 にな って しまいま した。小 さな体にな って しま うとそ こ

は未知の ワール ド。一体どんな世界 に見えているので しょうか。 な ど
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ヴ ィ ジ ュ ア ル ・ミ ュ ー ジ ッ ク ～ 映 像 詩 の 制 作 〔第2,3学 年選択 ・8時 間〕

1題 材設定の理由

映像による伝達 ・表現 は、映画やテ レビを通 じて浸透 し、それ らな しでは考 え られない社

会になって いる。映像表現が、児童 ・生徒 の精神的発達(感 受性や表現 力)に 、深 く影響 し

てきていることは誰 もが否定 しな い事実である。またその ことが、場合 によっては深刻な事

態を引き起 こす こともある。一つは、 日常的 に意識 しなくて も流 される映像 にさ らされる こ

とによって、生徒 の想像力 ・イ メージ喚起力が弱め られている現実である。生徒一人一人に、

自らの想像 力やイ メージ喚起力を回復 させ、映像 の時代 に対応 させ るために、能動的 にそれ

らに働きかける力 をもたせ ることが必要だ と考える。

自分の もつイ メージをコン トロール しなが ら映像作 品を制作す ることは、っ くり手 と送 り

手の作業を体験 し、いか に受け手 に対 して伝達 ・表現 して いくべきかを学ぶ こと、 また、能

動的な受け手 として、映像表現にお ける美的な体験 をす ることが可能であ る。物語 を特 にも

たず、具体的な対象のないイ メー ジで構成された詩的な映像作品(映 像詩)は 、20世 紀初

頭か ら制作 されてきた。映像の制作 に当たっては、 このような映像詩 を取 り上げることが、

発想か ら表現への動機付 けが しやす く、表現 の可能性が更 にに広 がると考え る。

2指 導のね らい

(1)「 映像詩」の共同制作 を通 して、映像表現の基本的な方法 を学ぶ

(2)一 っのイ メー ジを基 に、視覚(映 像)と 聴覚(音 ・音楽)と 言語の結び付け、 自分な り

にまとめ上げる力 をは ぐくむ。

(3)時 間 と空間 の連動 した、 あるいはそれ らを超えた美的な体験 をさせ る。

3学 習 の 展 開

使 用 す る 用 具 と 材 料

デジタル ・ビデオカメラVHSビ デオ ・デッキ100wラ イ ト数個 とライ トスタンド 三脚 デジタル ・ビデオ

テープ 音楽テープ(触 媒音楽用,CD.CD-Rで も良い)台 面(セ ッ トのフィール ドとなる=1m×1m×

1cmの ベニヤ板)素 材(ビ ー玉 水 氷 小麦粉または石粉 小石 綿 糸 針金 紙 砂 枯枝 ・枯葉 泡

鉄球 白 ・黒 ・赤の布 透明 ・黒ポリ袋 アルミ箔 透明プラ板)

●映像詩(抽 象的な表現の映像作品)の 作品を鑑賞させる。 ○異なる性格の作品の鑑賞。

●映像詩制作の説明をする。(目 標と条件等)○ 物語のない映像 について説明。

●チーム決め。

●チームに触媒音楽(イ メージの足がかりになる音 ・音

楽。テープに一っつつ録音してある)を 配布する。

02～3人 の制作班を決める。チーム名を決定。

○音楽や音はメロディーや展開の少ないものを選

択し、配布するそれぞれ は感覚的に異方向の

ものになるよう配慮する。
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展

開

1

展

開

2

ま

と

め

3

2

●触媒音楽から誘発されるイメージをもとに映像の組み享

て(シ ーンやシークエンスの大まかな展開)を 考える。

(映像の組立図に記入する。)

魎
A.決 め られた素材の中から3つ 以上6つ 以下選び、

その素材を使って映像をつくる。

B.台 面上(1m×1m)で できるアクションに限る。

C.全 体の時間は、1～3分 とする。

D.制 作時間45分 以内におさめる。

●組み立てをもとにしてシーンやカットごとの計画案(プ

ロット)を 立てる。(絵 コンテづくり)

●完成した計画案(プ ロット)を もとに、撮影 をする。

(セ ットは1m×1mの 台 上でセッティングする。背

景は黒布 とする)

● 撮影したテープを確認する。

●撮影 したテープを編集する。

(デジタル ・ビデオ→VHSビ デオデ ッキ)

● 編集 した映像に音楽 ・音をつける。

(配布された触媒 音楽)

VHSビ デ オデッキ→VHSビ デオデ ッキ

r

CDデ ッキ(音 楽)

○ 素材の組み合わせ を考える。

1

素材についてどのようなアクションが考えられ

るか、あるいはどのような撮影効果があるか考

える。

1

アクションをどのように全体の中に組み立てる

か考える

○カッ ト割りな ど簡単な映像技法の説明。

○絵 コンテの用紙に記入する。カ ットごとに、

構図(ア ングルやズーム)、 時間、ライティン

グ、シャッタースピー ド、絞 り、エフェクトを

決めていく。

○ライティングの違 いや、カメラのエフェク トに

ついて例を出して説明する。

乙
与

若

ド

。
酵

p

織魯

○機材が少ない場合は、チームの撮影順を決める。

○絵コンテの順番通 りに撮影 を進める必要はな

い。(後 で編集できる)

○絵コンテで計画 した映像が確保されているかの

確認。

○絵コンテの計画に従って映像を組んでいく

○タイ トルと制作チーム名を冒頭につける

○音響は触媒音楽のみ とする

コリ 　 ゲ　 が

銑籔 魂 .嶋 ㌔1

,.懇 轡 憐 ぐ
"働 醗

馬 銭

・ 鐙

タメ

●完成した映像作品をお互いに鑑賞する

●それぞれの作品についての感想 ・意見を書 き、交換す

る

謹1t藩 臨
奨

○鑑賞の際には、映像 と音響が効果的に伝わる環

境整備 ・機器調整を行う。

○音楽 ・音の持つイメージが映像 に反映されてい

るか、素材の使い方はどうか、カ ット割 り等の

映像技法の扱いはどうか。
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レ リー フペ イ ンテ ィ ングを使 った構成 〔第3学 年選択・8時間〕

1題 材設定の理 由

自分の思 い描 いたイメージや心象風景 を絵画や立体作品 に表現す る一つの方 法 として、 レリー

フペイ ンテ ィングを取 り上げてみた。 これ は、 アメ リカの作家 フランク ・ステ ラの作品に見 られ

る同心 円や正方形 を使 って構成す る立体作 品のことで ある。型抜き した/¥`ル 紙 に着色 し、重ね

る、お く、つな げる、つるす といった平 面か ら立体への造形活動が、生徒 に とっては 自由な活動

として展開で きる。 さらに、週1時 間の選択授業 にお いて も構想か ら制作まで、各時間毎 に満足

感 ・成就感が あ り、次時へ の発展性 のある題 材 と考えた。

2指 導 のね らい

(1)色 や 形につ いての基本練習 を行 い、抽象形態や配色の工夫 を感 じとらせ る。

(2)自 分のイメー ジにあった色や形を構成す るために、着彩方法や配色効果 を工夫 させる。

(3)完 成作品を鑑賞 し、互 いに感想を書 き合い、意見交換させ る。

(4)校 内展示や行事 における、発表の場 を工夫 し感 じ合 う。

3学 習の展開

導

入

展

開

時間

1

時

間

5

～

6

時

間

指 導 の 過 程

(1)色 彩 の練習
「テ ィッシュアー ト」の取組

① テ ィッシュペーパー(箱 入 り)を1枚

取 り出 し、それ を、2回 折 って、4枚

重ね の長方形 を作 る。

② 折 り目が、中心 になる ことを考えなが

ら、水性サイ ンペ ン(細 字)で 、指 で

お さえなが ら、 もよ うをか く。

③テ ィッシュペーパーが破れな いよ うに

ゆ っくりと広 げる。

④広げた作品を見ながら題名をつける。

(2)レ リーフペイ ンティングの制作

①同心 円や 正方 形な どで、型抜 きされた

ボール紙 のパー ツを着色 させ る。

〈着彩方法〉

ア)ポスターカラー を筆で着色する。

イ)スパ ッタ リングな どの技法 を使 う。

指 導 上 の 留 意 点

雛慧灘難繊蒙

・2枚 重 ねの うちの1枚 を はがす とき、破れ

やす ので注意 させる。

・線 をか こうとす る と破れ るので、

点々 をのせ るようにかかせ る。

あ くまで

・それぞれの作品 について意見 を発表 させる。

・型抜き抜 いてバ ラバ ラに して裏面や側面 も

着色 して もよいし、片面だけで もよい。

・どんなイ メージ にした いか、着彩 しなが ら

構想 を練る。
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構

成

ま

と

め

4

時

間

1

時

間

ウ)指を使 って着色す る。

エ)カラースプレーや色えんぴつな どの

材料を使 う。

〈配 色 効果 〉
・グ ラデ ー シ ョン、補 色 、色 の対 比 な

ど を取 り入 れ る。

②着色 したパー ツを台面においた り、立

体的 に組み合 わせた りして、構成 を考

えさせ る。

③決定 したパーツ同士、木工用 ボ ン ドや

両面テー プなどで固定 させ る。

○完成 した作品を見なが ら、互 いに意見

交換 、感想カー ドをかかせ る。

夢1響 避 「"

霧哩

懲.
'暢一 驚

臨 。.
泌.^

羅r霧r野7
翻

、

総
・台面 に置 く、つ るす、 はる、な ど、いろい

ろな場合 を考 えて平面 か、立体 か選択 させ

る。
・平面の場合 は、背景面の色 、立体 の場合は、

台面の色を考 えさせ る。

蚕
ノ

畢

ー

燃

9
…

/冥

確錫 ＼

傘

撚袖鯉
ぐ

〈11月 の文化祭で、各 々の作品の展示方法 を考 えさせ、展示 させ る。〉

4評 価

(Dテ ィッシュアー トの取組によ り抽象形態に親 しみ、配色 の工夫が感 じとれたか。

(2)自 分のイ メー ジにあった色や 形を構 成するために、着彩方法や配色効果 が工夫できたか。 画

面や空間の 中で、個性的な構成がで きているか。

(3)自 分の作品 につ いての感想 が、言葉 で書けているか。 また、互 いに意見 交換 す ることで、他

者の作品の よさにつ いて感 じられたか。
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『中学生の私』 〔第3学 年10時 間〕

1題 材設定の理 由

発達段階において、中学生はまさに子どもから大人への過渡期であ り、今まで大人か ら与えら

れた価値観が 自分の価値観へと昇華 していく時である。そ して、 自分自身の思いと社会や大人の

それとの溝に悩み、苦 しみ、もが く時期でもある。 この時期に今まで自分が歩んできた道をふ り

返 り、今の自分を確認 し、これからの自分 をイメージすることは大切なことである。

中学校の3学 年は、「美術1を 必修で学ぶ最終年である。生徒は、今後 「美術」を上級学校や

社会教育の中で高め、生か していくのである。今まで学んだ技術や知識を生かし、感 じる心を研

ぎ澄まして 『中学生の私』を自分らしい表現方法で表現することは、自己理解 を深める区切 りの

時にふさわしい題材ではないだろうか。さらに、生徒相互の作品の鑑賞を通して、お互いの個性

やよさに気付き、感 じ合 う心 ・友人を理解する心情がはぐくまれる題材ではないだろうかと考 え

本題材を設定 した。

2指 導のね らい

(1)ワ ークシー トを通 して今までの自分をふ り返 り、どんな 『中学生の私』を表現するか、どん

な表現方法があるか、発想を広 げよ りよい表現を目指す。生徒は授業毎ファイルに記録(ポ ー

トフォリオ)を 取 り、次の授業 までに教師はア ドバイスを書き込む。

(2)多 くの素材の中から表現 に最 も適 した素材を選択 し、道具を正 しく安全に使用 して制作する。

(3)見 通しを持って計画的に制作する。

(4)制 作な らびに制作中の鑑賞を通 して、自分のよさ・友人のよ さに気付き、お互 いの感 じる心 ・

感 じ合う心 をは ぐくみ高める。

3学 習の展開

① ワー クシー ト1の 記入。小 グループでのデ ィスカ

ション。 いままでの中学生活 をふ り返る。・思い出の

共有。その時の自分 の思 い ・友人の恩 いな どを確認

作品にす る。(素 材 は共通 ・表現方法自由)

③ グルー プ内で発表 ・鑑賞。

④簡単な説明文をつけ教室展示。学級全員で鑑賞。

⑤作品は廊下 に貼 り、学年全員で相互鑑賞する。

《導 入2の 小 作 品 》

・学校行事や学校生活 の中か ら、具

体例 をあげなが ら中学生活を思 い出

させ る。その時感 じた思 いやそ の時

の状況について記述させる。
・短時 間 で工 夫 しな が ら制 作 させ

る。
・自分 の作品 を自己採点する。
・鑑賞後、再度 自己採点、感想 を書

く。
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① この課題で最 も表現 した い 『自分』を選 び表現方

法 を考える。制作方法 ・素材 などの検 討。 制作計画

を立てる。(ワ ークシー ト1-B)

② 完成予想図を描 く。(ワ ークシー ト2)

《作 業 風 景 》

/
・,iぜ

離 犠 作鋤
自の制作計画 に沿 って制作。よ りよい表現が あ

幽 胆曝 ・

。ワークシー ト、制作 の記録な どか

b、 生徒の発想や表現方法などを理

解 し、よ りイメー ジを広げるよ うに

促す。

《箱》を意識させる。

「"幣
.ず 講

瓢

・自分の思いを表現できているか、

確認 させ る。

Ur作 品箱」1作 品屏説』『作品 自己評価 カー ド』の

記入

② 小グループでのデイスカション

③全員で作品鑑賞。お互 いのよ さ ・感 じ方や表現 の

違いを中心 に鑑賞。感想を書 く。

④作品展で他のクラスの作品を鑑賞す る。

.署

・道具の使い方 を指導する。

・制 作上 の悩 み ・質問 に対応 す

る。(フ ァイル ・授業の記録 を活

用)

・制作 中も生徒相互が鑑賞 し合う

よう促す。

・鑑賞 を通 して、感 じ方の違 い ・表

現 の違 いやその人 のよ さに気付 くよ

うに促す。

4考 察とまとめ

よかった点

(1)小 作品をつくり相互鑑賞 し合い、同じテーマでも人により感 じ方 ・表現方法が異なることを

実感するとともに、友達か らプラスの評価をされることで、表現に自信をもてた生徒が多かっ

た。 この経験は自己表現が苦手な生徒ほど有効で、今後の指導 に結び付いてくる。

(2)授 業でファイルに記録をとらせ る(ポ ー トフォリオ)こ とで、計画的に作業 しようとする生
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徒が増えた。 同時に毎時間 ごと生徒⇔教師でファイルが往復することで、教師は生徒一人一人

表現上の悩み ・つまづきな どを知 り支援 した り、作品のよさを個々に文字や言葉で評価 した り

することができたと思う。表現方法 ・素材 ・制作方法にっいては、経験不足か らイメージが固

定化する傾向が強 く、その殻 を破る意味でも大変有効であった。感 じ方 ・考え方などについて

は、肯定 ・共感される ことで精神的に開放され、伸びやかな表現 に結び付 くことが多かった。

(3)授 業中も集 中し制作に取 り組み、相互に感想を述べ合 った り、ア ドバイスし合った りと、一

人一人が作品を通して様々なことを感 じ、お互いを感 じ合いなが ら、授業が創 られていった。

検討点 ・課題点

(D今 までに造形経験が乏しかった生徒 も多 く、様々な素材 ・材料の中か ら決定する力が弱かっ

た り、道具を使いこなせない生徒も目立った。 この点については、授業内で個々の指導 になる

ので時間的に厳 しかった。また、授業準備 ・片付けに時間がかかった。

(2)次 の授業までに生徒一人一人制作状況を把握するためファイルに目を通 し、ア ドバイスを書

き込むのにかな り時間がかかった。

(3)課 題制約があまり無いので、表現することが苦手な生徒にとってはかえって難 しい課題のよ

うである。

(4)作 品の評価観点が抽象的にな り、生徒にとって基準がわか りにくいので、生徒 自身の 自己評

価や相互評価 も加味するな ど客観性 を持たせるよう努力した。

《ポー トフォ リオ》

予鐵 ・齢鷺

皇活塗擬ワ返る.
勇紀入。擾寮農箆出,
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索ワークシート2に宛鹿図を簡循■、二のプリンFの下にはりなさい●ただし、露戒予懇図に賓翼点をわかりやtく 書い

て蹴 殴としてもかまわない.モ の場含崖壇 懲 と二のガ ントの右上sseaさ い・
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3・たのしく襲作でき畿したか?i…た、その点獄をっけた理自はどうしてで†か?

一

4・自分の曇曳したかっf_事をiOと すると、どのくらい衰残できましたか?ま た、その迎白はどうしてですか?

一

5・授難での雛崖点は億点ですか?6・ 雪卜圏的に製俸で匙掌したか?

_____塵__一

7・フ7イルをifi.撫 出†る事について感想を書いてください。

8・=の にっいて感悠を嘗いてください。
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年 間指 導 計 画例 ～題材 の配 列 と評価 ～

1研 究のね らい

平成14年 度か ら実施 され る新教育課程 に基づ いた年間指導計画の作成 にあたっての課題

として、完全学校週5日 制の実施による教育内容 の厳選、基礎 的 ・基本的な学習内容の確実

な習得等が挙 げ られる。また、評価 の改善 と工夫が大 きな課題 となって いる。

これ らの課題 をいか に解決 し、創造的な能力 を伸ば し、豊かな感性 と豊かな情操、『感 じ

る心 ・感 じ合 う心』 を育てる授業 ・指導 を行 うことができるかを考 えるため には、年間指導

計画における題材 の配列、及 び絶対評価 ・個 人内評価 の重視 をテーマ として研究 を行な い、

試案 を作成す る ことが重要だ と考 え研究 のね らいとした。

2題 材の配列 について

基礎的 ・基本的な能 力の育成 と、生徒の感性や意欲 を刺激 し、生徒が積極的に授業 に取 り

組 み、創造活動の喜び と感性の深ま り広が りを実感で きるよ うにす るには、段階的に関連付

け られ た題材 の設定 を工夫 しな ければな らな い。つま り、1年 生の1学 期の指導計画 にお い

て も、3年 間の題材のつなが りや1学 年 の学習の流れ を十分考慮 して作成す ることが重要で

ある。

【第1学 年例】(1学 期)… 表現技法の基礎 ・基本 を学ぶ

(2学 期)… 水彩画(模 写:バ ル ビゾン派 ・印象派を中心 として)

(3学 期)… 水彩画額作 り(額 用マッ トに着色や貼 り付け等 自由)

さ らに、各題材の学習指導要領 との関連、評価基準 を明確 にし、生徒や保護者 に対 しては、

学習 の目的 と評価 について を日常的 に共有できるようにしな ければな らない。

3評 価 につ いて

評価 のための学習ではなく、学習 を深め、能力を育成するための評価 として、また、美術

教育の重 要な意義 と独 自性 を重視 した評価 として、評価 の在 り方 を工夫 しなけれ ばな らない。

観点別(関 心 ・意欲 ・態度、創造的な技能、発想や構想の能 力、鑑賞 の能力)学 習状況の

評価 を基 本 として、納得性 ・妥 当性のある目標(評 価基準)と 評価方法 を設定 ・明確化 し、

目標 に準拠 した評価(絶 対評価)と 、生徒 ごとのよい点や可能性 、進歩状況な どの評価(個

人内評価)が 中心 とな る。

4評 価方法 につ いて

様 々な方法(観 察 ・面接 ・質 問紙 ・作品 ・ペーパーテス トな ど)を 応用 し組 み合わせて評

価 を行わな けれ ばなれない。例えば、"自 己評価 ・鑑賞カー ド"を 使用 し、生徒が 、自身の

学習の取 り組 みへの 自己評価、他者 の作品 と比べて の自身の作品への 自己評価 を行 い・それ

を活用す る ことも有効 である。

一19一



〈==二 美術科(1年)年間指導計画===〉 授業時数(年 間45時 間、1学 期艮5時間)

1学 期

月

4月

5月

6月

7月

教 材 名 ・ 内 容

オ リエンテーション
・美術で何を学ぷか

・1年間の授業内容、評価の仕方について
・授業および美術室使用においての注意事項

1間

Or鉛 筆 による表現』講義 ・実技一 「鉛筆による表現」についての指導。
。鉛筆による微妙な表現 ・鉛筆画の注意点

・陰影による立体感の表現の工夫

aair

Or歯 のポスター』講義 ・実技
2間

「歯のポスター』についての指導。

・市主催 「歯のポスター』に、全員が提出。制作は各自自宅で。

授業では,原 案を完成させる。
・デーマについて ・効果的効率的な表現技法にっいて ・注意事項

の それ のコ ーに

配色について。

い こ ・アイ ァ ィ ア ス ケ ッチ ・レイ ア

Or手 のデ ッサ ン』講義 ・実技

灘理糖 握・灘
雌

{

2間

の
・ポーズの制限あり(美 術的表現を意識して)・ 手首を少し入れ大きさは基準を指定

己 評 ・ カ ーa記 入

(鉛筆 による表現 ・歯 のポスター ・手のデ ッサ ン)
・他者の作品についての理解と自己の作品についての客観的把握。
・自己の制作態度についての評価反省。

曇

0.5間

韮

{
Or色 彩 について』(基 礎)講 義

「色彩について』(基 礎)に ついての指導。

・色の三要素 ・色相環 ・補色関係 ・色立体

1.5時 間

Or水 彩画の技法』講義

遡
「水 彩 画 の技 法 』 に つ いて の 指 導 。

・用具につ いて ・パ レ ッ トの色配 置 につ いて

・混 色につ いて ・塗 り方について

萎

}

Or水 彩絵の具による混色表現』実技

0

1時 間

E

上の
・混色による色のバリエーション ・色相変化と明度変化

己評 ・ カ ー"記 入
(水彩絵の具による混色表現)
・他者の作品についての理解と自己の作品についての客観的遣握。・自己の制作態度についての評価反省。

1学 期を振 り返って

4時 間

1

期末考査(30分)
t
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(使用教科書)

学習指導要領との関連 評 価 基 準

A表 現 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度

(1)絵 や彫刻などに表現する活動を通して.次 のことができる ・継続的に意欲的に取り組めたか。

よう指導する。 ・基礎的技能を身に付けようとしているか。

ウ 描画における形や色彩の表し方、彫刻などにおける立体 ☆創造的な技能
としてのものの見方や形体の表し方.意 図に応じた材料 ・立体としてのものの見方や形体の表し方、意図に応じた材料や

や用具の生かし方などの基礎的技能を身に付けること。 用具の生かし方などの基礎的技能を身に付けているか。

(創造的な技能)AO・A・B・Cの4段 階

A表 現 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度

(1)絵 や彫刻などに表現する活動を通して、次のことができる ・目標や自らの課題意識(主 題)を もっているか。

よう指導する。
・自分らしくよりよい表現を目指して試行錯誤をしつつ創意工夫

工 自分の表したい感じを大切にして多様な表現方法を工夫 をしようとしているか。

し、絵やイラストレーション、彫刻などに美しく生き生 ☆発想や構想の能力
きと表現すること。 ・自分の表現の意図や構想、表現方法などを自己確認し、構図、

(2)デ ザインや工芸などに表現する活動を通して、次のことが 全体と部分との関係やバランス、などを考えて創造的な構成を

できるよう指導する。 工夫し構想を練っているか。

ウ 伝えたい内容を図や写真 ・ビデオ ・コンピュータ等映像

メディアなどで、効果的で美しく表現し伝達 ・交流する (発想や構想の能力)AO・A・B・Cの4段 階
こ と。

A表 現 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度

(1)絵 や彫刻などに表現する活動を通 して、次のことができる
・深く観察し、よさや美しさなどを発見しようとしているか。

よう指導する。 ・自ら継続的に楽しく取り組み、向上の喜びを味わおうとしてい

ア 自然や身近なものを観察し、形や色彩の特徴や美しさな る か.

どをとらえスケッチをすること。 ☆創造的な技能
・形の特徴や美しさなどをとらえているか。

・材料や用具を効果的に生かして表現しているか。

(創 造 的 な 技能)A◎ ・AO・A・BO・B・Cの6段 階

B鑑 賞 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度(上 記参照)

鑑賞の活動を通して、次のことができるよう指導する。 ☆鑑賞の能力
ア 想像力を働かせ、美術作品や児童生徒の表現などに表さ ・いろいろな見方や感じ方を学び取り、多様な表現のよさや美し

れた作者の心情や意図と表現の工夫を感じ取り、作品の さなどを感じ取 り味わっているか。

見方を広げ、多様な表現のよさや美しさなどを味わい、

鑑賞に親しむこと.

A表 現 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度

(2)デ ザインや工芸などに表現する活動を通 して、次のことが ・美術的な知識、考え方などに関心をもち,意 欲的に身に付けよ

できるよう指導する。 う と して い る か 。

ア 形や色彩、材料,光 などがもたらす性質や感情を理解 し、

機能的な生かし方を考え、美的感覚を働かせて美しく構 ★1学 期期末考査でペーパーテスト

成 したり装飾したりすること。

A表 現 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度

(1)絵 や彫刻などに表現する活動を通して、次のことができる
・目標をよく理解 し、よりよい表現を目指して創意工夫をしてい

よう指導する。 るか.

ウ 描画における形や色彩の表し方、彫刻などにおける立体 ☆創造的な技能
としてのものの見方や形体の表し方、意図に応じた材料 ・色彩の表し方、材料や用具の生かし方などの基礎的技能を身に

や用具の生かし方などの基礎的技能を身に付けること。 付けているか。

(創造的な技能)AQ・A・B・Cの4段 階

B鑑 賞 ☆美術への関心 ・意欲 ・態度(上 記参照)

鑑賞の活動を通して、次のことができるよう指導する。 ☆鑑賞の能力
ア 想像力を働かせ、美術作品や児童生徒の表現などに表さ ・いろいろな見方や感じ方を学び取り、多様な表現のよさや美し

れた作者の心情や意図と表現の工夫を感じ取 り、作品の さなどを感じ取り味わっているか。

見方を広げ、多様な表現のよさや美しさなどを味わい、

鑑賞に親 しむこと.

★上記参照
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1単 位時間で完結する課題の例

〔第3学 年 ・1時 間 ～〕

1題 材設定の理 由と研究のね らい

新教育課程 にお ける週1時 間の授業では、授業 の系統的 ・段階的な関連付 けが少な く生徒

の集 中力を維持 し難い ことも想定 され る。1時 間毎 に目標 を設定 した授業 を積み上げて指導

す る ことで、着実 に美術の能力が高 まると考 え、以下の4点 を留意 して研究 を深めてみた。

(1)美 術の基礎力をつける授業

必修 の授業 として、全ての生徒の 力を伸ばす ことができる授業を考 えた い。基礎 力にっ

いては、今回は 「ものの意味だ けではな く、形や色彩で何か を表 して伝 えることができる」

とい う視覚表現の方法 に気付 くことを目標 に設定 した。

(2)制 作す ることか ら 「感 じる」授業

素材 を選び 、まず制作 してみる。そ うしてできた作品か ら生徒各 自の普段の 「感 じ方」

がそのまま肯定 され、認 め られるような授業をつ くることを重視 した。

(3)制 作 と相互鑑賞の繰 り返 しか ら 「感 じ合 う」授業

学級 の仲 間の作品を鑑賞 し合 うことで、 自分 の感 じ方 と他 の生徒 との違 いに気付き、影

響 し合 うような方法を考 えてみた。 さ らに、作 品を通 じて積極的 にコミュニケー ションす

ることを体験 できるよ うな授業にまで発展 させる ことをね らった。

(4)作 品の完成度の高 さを目指すので はな く、生徒各 自の 「気付き」を生み 出す授業

作品の完成度 の高 さを 目指す と、どう して も 「ウマイ ・ヘタ」 とい う差 に生徒の関心が

集 中して しま う。結果ではなく、そ こに行 き着 く過程の中で 自分の個性や 、表現す ること、

分か り合 うことの楽 しさに 「気付き」 ことを大 切に した授業 にしたい。

2研 究題材例 一 文字から始める視覚表現の基礎 「形と色で表そう、伝えよう」一

(1)制 作の準備

① 材料 色画用紙12×12㎝ に切 ったカー ド(色 数、枚数はできるだ け多 く)

② 道具 カ ッター ・カ ッターマ ッ ト ・はさみ ・の り ・コ ンパス ・定規

③ 教室 ワンタ ッチ掲示板(黒 ラシャ紙 とセ'ムクリップで 自作)

(2)授 業の展開

授業の流れ 指導内容と留意点 ・生徒の様子 時間

1 制作方法の説明 色画用紙のカー ド2枚 を使い、1枚 を切抜いて形をつ くりもう1枚 に貼付

けてつ くる方法、制作時間、完成後の掲示、制作数は自由、な どを説明

1分

2 道具と材料の用意 カー ド選びの様子を観察 5分

3 課題 ・制作1の 説明 「アル フ ァベ ッ トのA」 を作 る。 質問 にいでき るだけ 「0.K」 で 応 える。 2分

4 制作1 制作の様子を観察(切 抜いた図と地の問題に気付く、丁寧な作図で時間が

足りない、カー ドを半分に折って対称図形 を切る生徒、な ど様々)

10分
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掲示と相互評価

課題 ・制作2の 説明

作品掲示と相互評価

掲示することに抵抗がある生徒を安心させる。掲示 して相互に鑑賞するだ

けで生徒は 「気付き」始める。生徒を掲示板の前に集めて質問する。

「似ているものは?Jrど こが似ているか?」

みんなAだ がみんな違う。個性がでていてよいe意 味ではな く形と色彩が

重要だと気付かせる。

掲示 の鑑賞か ら、気付いた点を工夫してみる ことを促す。

課題2「 アルファベッ トから自由に選んで」

制作1で 完成しなかった生徒に声をかける。制作のポイントをつかんだ生

徒や工夫のあるものを発見する。

制作1か らどう変化 したかを含めて発表させ、相互評価 させる。

質問して生徒から形 と色彩の工夫について発言を引き出す。

※制作1と 制作2の 同 じ位置 の作 品は、同 じ生徒がっ くった もので ある

制作1制 作2

灘
轟

→

その後の授業展開

制作5
グループ リレー制作

から3グ ループの作品

難
寒

咳蚊
郵

蝿
鐸
唖
駕

↓掲示の様子

翻　響 鷲 毒 無鑓1曝

鱒
毛
舞

L

7

鶴

戸

遡

櫓
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3評 価項 目と評価

(1)理 解カ … ものの意味以外の ことを 「形 と色彩」で表現 し伝 え られ ることに気付いたか。

(2)表 現の工夫 … 正方形 の枠 をうまく使えたか。逆 にそれ を壊す ことで表現 を工夫す る こ

とがで きたか。制作方法、手順 を工夫できたか

(3)作 品の変化 … 生徒が① の作品掲示 を見て、②の制作で どれだ け変化 し成長 したか・

41単 位時間の授業の連続性の工夫

1時 間 ごとの授業に 目標 を設定する方法では授業の組 合せ方 に工夫が必要 になる。

lV研 究 の ま とめ

本研究では、 「感 じる心 ・感 じ合 う心 を育て る指導の工夫」について、大 き く3つ の面か ら

研究 を進めて きた。それぞれ の細かな成果 については、各授業等の研究 にお いて述べてきたが、

平成14年 度か らの新教育課程の実施 に伴 う 「授 業時間数の縮減」や 「絶対評価」等の現実的な

課題 を踏 まえな くては実践的な研究 にな らない と考 え、次 のようにまとめてみた。

(○は成果を◇ は課題を示す)

1題 材や授業の流れ、授業 内容、材料用具等か らの研究及び検証

○題材や授業の流れ を一一層工夫 し、1単 位時間内の成就感 を高めることと系統的 ・段階的な

指導 をする ことで生徒の感 じ方 に広が りがみ られるようになる と考 える。

○活動の振 り返 りや記録 の積み重ね(ポ ー トフォ リオ)、 友達 か らの評価な どを毎時間の授

業の中に取 り入れ ることによ り、一人一人の生徒の感 じ方や考 え方が確かな ものになる。

◇発想を生かす技法 の指導や材料用具の活用法 を更に工夫す る必要が ある。

2映 像メデ ィア表現を取 り入れた題材 か らの研究及び検証

○映像 メディア表現では、コンピュー タを使 うことによって簡単な操作 で様々な効果 を得 ら

れ るよ うにな り、 自己表現の幅を広 げることができる。

◇材料用具の関係か ら、選択の少人数授業では可能だが、必修 の授業では難 しい。

3新 学習指導要領上の課題解決の 中での研究及び検証

○ 「感 じる心 ・感 じ合える心」 を育てるため には、1題 材毎の工夫 とともに、学期や年 間の

授業計画の中で育てる能力を明確 にする ことが一層重要 となって いる。

◇1単 位時間で作業が完結 した り、 自他の評価が得 られた り、次時への発展性が確認できた

りす る指導の工夫 を考え、実践 して いくことが重要で ある。

4今 後の課題

平成14年 度か ら行 う 「絶対評価 」 において、 「感 じる心や感 じ合 う心」等 の数値化 し難 い

項 目を、 どのように評価、評定す るか を明確 にす る必要が ある。そのためには、評価 の4観

点 に沿 ってバ ランスよ く評価できる題材や指導案 、年間指導計画の研究 が重要 となる。
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